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国
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民
営
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対
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１
０
４
７
名
解
雇
撤
回
！

１５４号
2023年３月1５日

東
京
地
裁
宛
て

行
政
訴
訟
署
名 

１
万
１
４
４
７
筆（
23
年
３
月
16
日
）

久
留
里
廃
線
許
す
な

　
ウ
ク
ラ
イ
ナ
戦
争
が
開
戦
１
年
を

超
え
、
世
界
が
大
軍
拡
と
戦
争
準
備

に
走
っ
て
い
ま
す
。
戦
争
と
イ
ン
フ

レ
に
立
ち
向
か
っ
て
世
界
中
で
労
組

結
成
と
ス
ト
ラ
イ
キ
が
闘
わ
れ
て
い

ま
す
。
労
働
者
の
国
際
連
帯
で
戦
争

を
止
め
る
力
を
持
っ
た
階
級
的
労
働

運
動
の
形
成
が
必
要
で
す
。

　
Ｊ
Ｒ
を
め
ぐ
っ
て
は
、
廃
線
と
大

合
理
化
の
、
第
二
の
分
割
・
民
営
化

と
も
言
え
る
「
鉄
道
大
再
編
」
攻
撃

に
立
ち
向
か
う
こ
と
が
必
要
で
す
。

　
千
葉
県
内
を
走
る
久
留
里
線
に
つ

め
た
と
報
じ
て
い
ま
す
。

　
Ｊ
Ｒ
東
は
昨
年
８
月
に
う
ち
出
し

た
「
鉄
道
４
千
人
削
減
」「
非
鉄
道

部
門
へ
再
配
置
」
は
、
融
合
化
と
一

体
で
現
場
労
働
者
に
配
転
や
転
籍
を

強
制
し
、
使
い
捨
て
る
攻
撃
で
す
。

　
久
留
里
線
の
廃
線
化
攻
撃
に
対
し

て
は
地
域
運
動
が
始
ま
り
、
署
名
運

動
も
呼
び
か
け
ら
れ
て
い
ま
す
。
動

労
千
葉
は
２
月
定
期
委
員
会
で
23
春

闘
方
針
―
３
月
ダ
イ
改
阻
止
の
闘
争

体
制
を
確
立
し
ま
し
た
。

　
３
労
組
共
同
ア
ピ
ー
ル
を
押
し
広

げ
11
月
労
働
者
集
会
を
集
約
点
に
闘

お
う
。（
事
務
局
）

い
て
Ｊ
Ｒ
東
日

本
は
バ
ス
転
換

を
視
野
に
周
辺

自
治
体
に
打
診

す
る
方
針
を
固

い
ま
現
在
、
Ｊ
Ｒ
東
日
本
の
社
長
な

の
で
す
。

　
裁
判
長
は
、
組
合
側
の
証
人
だ
け

を
認
め
て
裁
判
を
終
了
し
よ
う
と
し

ま
し
た
。「
時
効
論
」
を
粉
砕
し
て

結
審
策
動
は
う
ち
破
り
ま
し
た
が
、

核
心
的
な
証
人
調
べ
は
回
避
し
よ
う

と
し
た
の
で
す
。
弁
護
団
は
こ
れ
に

強
く
抗
議
し
、「
保
留
、
次
回
以
降

に
判
断
す
る
」
と
い
う
と
こ
ろ
ま
で

押
し
返
し
ま
し
た
。

　
国
鉄
分
割
・
民
営
化
を
主
導
し
た

張
本
人
ら
を
法
廷
に
引
き
出
し
、
真

実
を
語
ら
せ
、
解
雇
撤
回
の
決
定
的

な
闘
い
の
局
面
に
入
っ
て
い
ま
す
。

　
12
月
の
裁
判
ま
で
に
全
国
で
集
め

た
計
１
万
１
３
４
３
筆
を
提
出
し
て

い
ま
す
。
２
０
１
５
年
の
最
高
裁
決

定
を
実
現
し
た
10
万
筆
署
名
の
よ
う

な
裁
判
所
を
包
囲
す
る
署
名
活
動
が

必
要
で
す
。
あ
ら
た
め
て
裁
判
闘
争

へ
の
結
集
、
全
国
で
の
署
名
運
動
へ

の
取
り
組
み
を
訴
え
ま
す
。

月
、
執
行
猶
予
３
年
）
を
破
棄
、
逆

転
無
罪
を
勝
ち
取
っ
た
。
他
の
２
人

の
組
合
員
も
逆
転
無
罪
だ
。

　
高
裁
判
決
は
、「
和
歌
山
県
広
域

生
コ
ン
ク
リ
ー
ト
協
同
組
合
」側
が
、

関
生
支
部
組
合
員
に
対
し
元
暴
力
団

員
ら
を
使
っ
て
圧
力
を
か
け
た
の
が

ト
ラ
ブ
ル
の
発
端
だ
と
指
摘
。
こ
れ

に
対
抗
す
る
形
と
な
っ
た
武
谷
被
告

ら
の
行
為
は
「
暴
力
を
伴
わ
ず
、
労

働
組
合
が
団
結
権
を
守
る
た
め
の
正

当
行
為
に
当
た
る
」
と
判
断
し
、
違

法
性
が
阻
却
と
結
論
付
け
た
。

　
ま
た
控
訴
審
判
決
は
、
関
生
支
部

が
産
業
別
労
働
組
合
と
し
て
組
織
さ

れ
て
い
る
こ
と
を
認
定
。
直
接
の
雇

用
関
係
が
な
い
こ
と
を
理
由
に
労
組

の
正
当
行
為
を
認
め
な
か
っ
た
１
審

判
決
を
覆
し
、
業
界
団
体
で
あ
る
生

コ
ン
広
域
協
組
は
労
使
関
係
の
当
事

者
足
り
う
る
と
認
定
さ
せ
た
こ
と
も

大
き
い
。
逆
転
無
罪
の
知
ら
せ
を
受

け
た
高
裁
前
の
支
援
者
は
、
喜
び
に

湧
い
た
。

関
生

支
部 
湯
川
委
員
長
へ
　

　
の
実
刑
判
決
弾
劾
！

和
歌
山
事
件
は
逆
転
無
罪
か
ち
と
る

め
の
カ
ン
パ
に
つ
い
て
、
武
前
委
員

長
の
１
審
判
決
で
無
罪
に
な
っ
た
の

に
、
受
け
渡
し
に
も
立
ち
あ
っ
て
い

な
い
湯
川
委
員
長
に
対
し
「
証
拠
は

な
い
が
関
生
支
部
が
要
求
し
た
と
推

認
で
き
る
」
と
し
て
「
恐
喝
」
と
描

き
上
げ
て
い
る
。

　
裁
判
所
に
は
支
援
が
数
百
人
集
ま

り
、動
労
千
葉
も
共
に
闘
い
ぬ
い
た
。

湯
川
委
員
長
は
３
月
６
日
、
保
釈
を

か
ち
と
り
仲
間
と
合
流
し
た
。
控
訴

審
で
の
逆
転
無
罪
を
勝
ち
取
る
た
め

に
新
た
な
闘
い
に
突
入
し
た
。

和
歌
山
は
逆
転
無
罪

　
他
方
、
６
日
に
開
か
れ
た
和
歌
山

事
件
の
大
阪
高
裁
判
決
で
は
、
関
生

支
部
の
武
谷
書
記
次
長
を
威
力
業
務

妨
害
と
強
要
未
遂
で
有
罪
と
し
た
１

審
和
歌
山
地
裁
判
決
（
懲
役
１
年
４

１
０
４
７
名
解
雇
撤
回
行
政
訴
訟
日
程

　
４
月
14
日
（
金
）
13
時
30
分
～
（
16
時
終
了
予
定
）

　
東
京
地
裁
５
２
７
号
法
廷

※
署
名
は
４
月
10
日
ま
で
に
集
約
・
郵
送
等
を
お
願
し
ま
す
。

署
名
を
集
め
４・14
東
京
地
裁
へ

国鉄改革の
真実を暴け  井手・深澤を法廷に

出
し
、
検
察
の
主
張
を

そ
の
ま
ま
引
写
し
し
た

認
定
だ
。

　
判
決
は
、
建
設
現
場

な
ど
で
の
違
法
行
為
の

摘
発
、
是
正
を
求
め
る

関
生
支
部
の
コ
ン
プ
ラ

イ
ア
ン
ス
活
動
を
「
威

力
業
務
妨
害
」
と
言
い

な
し
た
。
法
律
違
反
者

が
罰
せ
ら
れ
ず
、
指
摘

し
た
労
組
の
側
が
罪
に

問
わ
れ
て
い
る
。

　
ま
た
タ
イ
ヨ
ー
生
コ

ン
が
新
会
館
建
設
の
た

　
大
津
地
裁
は
３
月
２
日
、
関
西
地

区
生
コ
ン
支
部
の
湯
川
裕
司
委
員
長

に
対
し
て
実
刑
４
年
の
反
動
判
決
を

強
行
し
た
。
当
た
り
前
の
労
働
運
動

を
「
犯
罪
」「
刑
事
事
件
」
と
描
き

ま
で
の
雇
用
を
求
め
て
闘
い
が

継
続
し
て
い
る
こ
と
、「
変
革

２
０
２
７
」を
め
ぐ
る
攻
防
や
、

日
本
の
戦
争
国
家
化
へ
向
け
た

攻
撃
が
激
し
く
進
ん
で
お
り
、

こ
の
時
代
に
動
労
千
葉
が
果
た

さ
な
け
れ
ば
い
け
な
い
課
題
が

残
さ
れ
て
い
る
か
ら
だ
。

　
本
格
的
な
組
織
拡
大
へ
の
挑

戦
を
や
り
と
げ
る
た
め
に
も
動

労
千
葉
が
作
り
あ
げ
て
き
た
団

結
、
人
間
関
係
を
残
し
て
い
き

た
い
と
い
う
立
場
か
ら
９
月
大

会
に
向
け
て
「
70
歳
ま
で
原
則

組
合
員
」
と
い
う
組
織
体
制
を

憲
攻
撃
に
立
ち
向
か
う
闘
う
労
働
運

動
の
再
生
と
組
織
拡
大
に
向
け
闘
う

方
針
を
確
立
し
た
。

　
委
員
会
で
は
特
に
「
70
歳
ま
で
原

則
組
合
員
」
が
提
起
さ
れ
た
。
70
歳

　
動
労
千
葉
は
２
月
19
日
に
定
期
委

員
会
を
開
催
し
、
23
春
闘
勝
利
、
３

月
ダ
イ
改
―
融
合
化
攻
撃
粉
砕
、
外

注
化
―
非
正
規
職
撤
廃
、
ロ
ー
カ
ル

線
切
り
捨
て
攻
撃
反
対
、
戦
争
と
改

確
立
す
る
こ
と
が
確
認
さ
れ
た
。

　
組
合
員
か
ら
次
の
よ
う
な
意
見
が

出
さ
れ
た
。

◍
こ
の
物
価
高
で
英
仏
、、
中
国
で

も
労
働
者
が
立
ち
上
が
っ
て
い

る
。
Ｊ
Ｒ
で
も
若
い
人
と
今
の
世

の
中
が
ど
う
な
っ
て
い
る
の
か
、

ど
う
接
点
を
持
つ
の
か
。

◍
３
月
ダ
イ
改
で
構
内
要
員
が
削
減

さ
れ
る
。職
場
代
表
選
、ア
ン
ケ
ー

ト
結
果
な
ど
、
本
気
で
Ｃ
Ｔ
Ｓ
の

労
働
者
に
向
き
合
っ
て
組
織
拡
大

に
つ
な
げ
た
い
。

◍
久
留
里
線
と
地
域
を
守
る
会
で
署

名
が
ス
タ
ー
ト
し
た
。
廃
線
阻
止

に
向
け
て
が
ん
ば
り
た
い
。

◍
「
そ
の
他
時
間
」
が
行
路
に
指
定

さ
れ
て
い
る
。「
車
内
消
毒
の
業

務
指
示
」な
ど
。若
い
人
に
も
言
っ

て
反
対
し
て
い
き
た
い
。

◍
銚
子
の
魚
を
電
車
に
積
む
手
伝
い

―
そ
の
他
の
時
間
の
活
用
。
こ
う

い
う
金
儲
け
を
全
社
員
に
や
ら
せ

る
の
か
。

　
国
鉄
１
０
４
７
名
解
雇
撤
回
・
Ｊ

Ｒ
復
帰
を
求
め
る
行
政
訴
訟
は
、
昨

年
12
月
23
日
で
12
回
目
を
数
え
ま
し

た
。
次
回
の
裁
判
は
４
月
14
日
（
要

項
別
掲
）
で
す
。

　
裁
判
は
証
人
調
べ
が
焦
点
と
な
っ

て
い
ま
す
。原
告
で
あ
る
組
合
側
は
、

国
鉄
改
革
３
人
組
の
生
き
残
り
で
あ

る
井
手
（
元
Ｊ
Ｒ
西
日
本
会
長
）、

Ｊ
Ｒ
東
日
本
の
現
社
長
の
深
澤
、
Ｊ

Ｒ
北
海
道
設
立
委
員
で
あ
っ
た
横

路
・
元
北
海
道
知
事
と
、
被
解
雇
者

で
あ
る
組
合
員
４
人
を
証
人
申
請
し

ま
し
た
。

　
裁
判
長
は
12
月
の
裁
判
で
決
定
す

る
と
述
べ
、
前
回
裁
判
は
緊
迫
し
た

場
面
で
し
た
。
組
合
側
弁
護
団
は
、

と
り
わ
け
井
手
の
証
人
の
必
要
性
を

訴
え
ま
し
た
。
井
手
は
国
鉄
総
裁
室

長
と
し
て
分
割
・
民
営
化
を
主
導
し
、

不
採
用
基
準
を
作
る
際
に
謀
議
し
た

こ
と
を
自
ら
座
談
会
で
語
っ
て
い
ま

す
。
国
家
的
不
当
労
働
行
為
の
歴
史

的
真
実
を
明
ら
か
に
す
る
上
で
必
要

不
可
欠
な
証
人
で
す
。

　
ま
た
深
澤
社
長
は
当
時
、
国
鉄
職

員
局
課
長
と
し
て
職
員
局
次
長
の
葛

西
（
元
Ｊ
Ｒ
東
海
会
長
）
の
も
と
で

採
用
候
補
者
名
簿
か
ら
組
合
員
を
排

除
し
た
張
本
人
で
す
。
そ
の
人
物
が

３
月
ダ
イ
改
阻
止
、大
軍
拡
の
岸
田
政
権
打
倒

動
労
千
葉 

定
期
委
で
春
闘
ス
ト
体
制
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　「
こ
の
情
勢
に
本
気
で
立
ち
向
か

い
改
め
て
原
則
を
貫
く
。
い
ま
戦
争

と
闘
え
な
い
組
合
は
何
も
で
き
な

い
。
連
合
が
完
全
な
戦
争
翼
賛
に
転

落
す
る
中
で
、
反
連
合
・
反
全
労
連

を
掲
げ
て
結
成
さ
れ
た
交
流
セ
ン

タ
ー
が
真
価
を
発
揮
す
る
と
き
。
Ｇ

７
サ
ミ
ッ
ト
を
粉
砕
し
、
戦
時
下
に

闘
う
労
働
組
合
の
再
生
を
」
と
基
調

提
起
で
訴
え
ま
し
た
。

　
各
団
体
か
ら
の
決
意
表
明
が
行
わ

れ
、
全
参
加
者
が
三
里
塚
強
制
執
行

に
怒
り
を
燃
や
し
、
反
対
同
盟
・
全

学
連
へ
の
連
帯
を
表
明
す
る
熱
気
あ

ふ
れ
る
発
言
が
続
き
ま
し
た
。

　
最
後
に
ま
と
め
の
発
言
に
立
っ
た

柴
田
代
表
は
「
戦
時
下
に
闘
う
労
働

組
合
を
甦
ら
せ
、
２
・
23
ウ
ク
ラ
イ

ナ
反
戦
闘
争
―
５
月
Ｇ
７
サ
ミ
ッ
ト

粉
砕
決
戦
へ
と
総
決
起
す
る
」
を
確

認
し
、
団
結
ガ
ン
バ
ロ
ー
三
唱
で
集

会
を
締
め
く
り
ま
し
た
。

　
世
界
中
で
重
大
な
列
車
事
故
が
相

次
い
で
い
る
。

ギ
リ
シ
ャ
最
悪
の
事
故

　
ギ
リ
シ
ャ
中
部
の
都
市
ラ
リ
サ
近

郊
で
２
月
28
日
に
起
き
た
列
車
同
士

の
衝
突
事
故
は
57
人
の
死
亡
が
確
認

さ
れ
た
。
事
故
現
場
は
首
都
ア
テ
ネ

か
ら
北
に
約
３
８
０
㌔
。
乗
客
・
乗

員
計
３
５
２
人
を
乗
せ
て
ア
テ
ネ
か

ら
ギ
リ
シ
ャ
第
２
の
都
市
テ
ッ
サ
ロ

ニ
キ
に
向
か
っ
て
い
た
旅
客
列
車
と

貨
物
列
車
が
正
面
衝
突
。
旅
客
列
車

に
は
多
数
の
大
学
生
が
乗
り
、
ギ
リ

シ
ャ
で
過
去
最
悪
の
鉄
道
事
故
と

な
っ
た
。

　
現
場
付
近
の
カ
メ
ラ
映
像
に
は
、

走
行
中
の
列
車
が
爆
発
を
起
こ
し
、

閃
光
が
広
が
る
様
子
が
映
る
。
火
災

時
の
車
内
温
度
は
１
３
０
０
度
を
超

え
、
死
者
の
身
元
確
認
が
難
航
し
て

い
る
。

　
事
故
当
時
、
ラ
リ
サ
駅
で
旅
客
列

車
は
約
20
分
遅
延
し
、
駅
長
は
、
旅

客
列
車
に
貨
物
列
車
と
同
じ
線
路
を

進
む
よ
う
に
指
示
し
た
と
言
わ
れ
て

い
る
。
政
府
は
事
故
原
因
は
「
人
為

的
ミ
ス
」
と
主
張
し
、
警
察
は
ラ
リ

サ
駅
で
信
号
の
責
任
者
で
あ
っ
た
59

歳
の
男
性
駅
長
を
過
失
致
死
な
ど
の

疑
い
で
逮
捕
し
た
。

　
だ
が
運
転
士
ら
の
所
属
す
る
労
働

組
合
に
よ
れ
ば
、
両
都
市
間
の
自
動

信
号
機
シ
ス
テ
ム
は
何
年
も
稼
働
し

て
お
ら
ず
、自
動
列
車
停
止
装
置（
Ａ

Ｔ
Ｓ
）
も
作
動
し
て
い
な
か
っ
た
。

列
車
の
運
行
管
理
を
駅
員
が
手
動
で

行
っ
て
い
た
。逮
捕
さ
れ
た
駅
長
は
、

わ
ず
か
３
か
月
の
研
修
で
40
日
前
に

着
任
し
た
ば
か
り
だ
っ
た
。

　
08
年
の
リ
ー
マ
ン
シ
ョ
ッ
ク
で
デ

フ
ォ
ル
ト
（
債
務
不
履
行
）
の
危
機

に
陥
っ
た
ギ
リ
シ
ャ
政
府
に
対
し

て
、
Ｅ
Ｕ
や
国
際
通
貨
基
金
（
Ｉ
Ｍ

Ｆ
）、
欧
州
中
央
銀
行
（
Ｅ
Ｃ
Ｂ
）

は
国
有
企
業
の
民
営
化
を
強
く
迫

り
、
電
話
・
国
営
銀
行
・
郵
便
・
港

湾
事
業
や
上
下
水
道
，
造
船
事
業
な

ど
の
民
営
化
が
進
め
ら
れ
た
。

　
ギ
リ
シ
ャ
政
府
が
採
用
し
た
民
営

化
ス
キ
ー
ム
は
、
事
業
体
の
運
営
を

担
う
特
定
目
的
会
社
（
Ｓ
Ｐ
Ｖ
）
や

事
業
そ
の
も
の
の
株
式
を
売
却
し
た

り
、運
営
権
の
委
託（
コ
ン
セ
ッ
シ
ョ

ン
）
や
事
業
権
の
譲
渡
で
、
空
港
・

港
湾
・
道
路
・
鉄
道
・
ガ
ス
な
ど
の

国
有
企
業
が
民
営
化
さ
れ
た
。

　
鉄
道
も
民
営
化
や
予
算
削
減
の
圧

力
に
さ
ら
さ
れ
た
。
10
年
頃
ま
で
は

信
号
の
近
代
化
が
進
め
ら
れ
て
い
た

が
、
そ
れ
も
ス
ト
ッ
プ
し
た
。
列
車

衝
突
事
故
は
、
民
営
化
と
長
年
の
安

全
軽
視
が
背
景
な
の
だ
。

　
鉄
道
労
組
は
「
歴
代
政
権
の
鉄
道

軽
視
が
招
い
た
悲
劇
だ
」
と
し
て
逮

捕
さ
れ
た
駅
長
の
釈
放
な
ど
を
求
め

て
ス
ト
ラ
イ
キ
を
決
行
。
ア
テ
ネ
で

１
万
人
規
模
の
抗
議
デ
モ
が
行
わ

れ
、
鉄
道
会
社
の
本
社
前
で
「
会
社

に
も
今
の
政
府
に
も
前
の
政
府
に
も

怒
っ
て
い
る
」
と
声
が
上
が
っ
た
。

化
学
物
質
貨
車
が
脱
線

　
米
中
西
部
オ
ハ
イ
オ
州
で
２
月
３

日
に
化
学
物
質
を
積
ん
だ
貨
物
列
車

が
脱
線
す
る
事
故
が
発
生
し
た
。
脱

線
し
た
50
両
の
う
ち
11
両
に
塩
化
ビ

ニ
ー
ル
な
ど
大
量
の
化
学
物
質
が
積

ま
れ
て
い
た
。
鉄
道
会
社
は
爆
発
を

避
け
る
た
め
に
ガ
ス
を
大
気
中
に
放

は
こ
の
６
年
で
３
分
の
２
に
減
っ

た
。
米
国
の
鉄
道
会
社
は
、
よ
り
長

く
、よ
り
重
い
編
成
の
貨
物
列
車
を
、

よ
り
少
人
数
で
運
行
し
て
い
る
。
　

　
米
国
で
は
昨
年
、
12
の
鉄
道
労
組

が
ス
ト
ラ
イ
キ
を
構
え
た
が
、
こ
れ

は
、
安
全
を
犠
牲
に
し
て
利
益
を
追

求
す
る
米
国
の
貨
物
鉄
道
シ
ス
テ
ム

に
対
す
る
抗
議
だ
っ
た
。
人
員
削
減

と
過
重
労
働
、
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
管
理

の
欠
如
。
鉄
道
労
働
者
は
病
欠
も
で

き
ず
予
測
不
可
能
な
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル

で
過
重
労
働
と
な
っ
て
い
た
。

　
し
か
し
、
バ
イ
デ
ン
政
権
に
よ
っ

て
ス
ト
は
圧
殺
さ
れ
、
安
全
問
題
は

未
解
決
の
ま
ま
な
の
で
あ
る
。

　
カ
メ
ラ
映
像
に
よ
れ
ば
、
脱
線
事

故
現
場
の
約
20
㍄
（
32
㌔
）
手
前
で

車
両
か
ら
炎
と
火
花
を
散
ら
す
様
子

が
写
し
出
さ
れ
て
い
る
。
故
障
セ
ン

サ
ー
の
警
告
で
緊
急
ブ
レ
ー
キ
を
か

け
た
こ
と
が
脱
線
に
つ
な
が
っ
た
。

し
か
し
警
告
ラ
ン
プ
を
無
視
す
る
よ

う
乗
務
員
に
指
示
す
る
こ
と
を
許
可

し
て
い
た
こ
と
も
発
覚
し
た
。

　
運
転
士
だ
け
で
は
な
く
車
掌
や
検

修
、
保
線
の
労
働
者
も
削
減
さ
れ
、

レ
ー
ル
や
車
両
の
故
障
を
発
見
す
る

の
が
困
難
に
な
っ
て
い
る
。

　
脱
線
し
た
貨
物
列
車
は
１
４
１
台

の
車
両
が
連
結
し
、
全
長
は
約
２
㍄

（
３
・
２
㌔
）。
重
量
は
約
１
万
８
千

㌧
。
人
員
も
少
な
く
作
業
時
間
も
足

り
な
い
た
め
列
車
の
重
量
バ
ラ
ン
ス

が
不
均
一
で
あ
っ
た
可
能
性
も
指
摘

さ
れ
て
い
る
。

　
３
月
４
日
、
同
じ
く
オ
ハ
イ
オ
州

で
２
１
２
両
編
成
列
車
の
20
両
が
脱

線
し
て
送
電
線
を
破
壊
、
１
５
０
０

軒
以
上
の
家
屋
が
停
電
し
た
。

　
あ
わ
や
正
面
衝
突
も

　
Ｊ
Ｒ
東
日
本
で
も
３
月
２
日
、
Ｊ

Ｒ
川
越
線
の
指
扇
駅
と
南
古
谷
駅
間

の
単
線
区
間
に
上
下
の
電
車
が
進
入

民営化と規制緩和、人員削減ー安全軽視が背景に

世
界
中
で
重
大
な
衝
突・
脱
線
事
故
が
続
発

　
福
岡
県
労
組
交
流
セ
ン
タ
ー
の
柴

田
利
博
代
表
は
主
催
者
と
し
て
三
里

塚
芝
山
連
合
空
港
反
対
同
盟
・
市
東

孝
雄
さ
ん
の
農
地
強
奪
を
弾
劾
し
、

「
今
こ
そ
戦
争
を
止
め
る
労
働
組
合

　
国
鉄
闘
争
全
国
運
動
・
北
海
道
の

主
催
で
２
月
19
日
、
札
幌
市
内
で
国

鉄
集
会
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　
司
会
者
が
今
年
の
11
月
労
働
者
集

会
に
向
け
た
３
労
組
の
共
同
ア
ピ
ー

ル
を
読
み
上
げ
、
北
海
道
か
ら
の
大

結
集
を
訴
え
ま
し
た
。
国
鉄
闘
争
全

国
運
動
呼
び
か
け
人
で
あ
る
浅
川
雅

巳
・
札
幌
学
院
大
学
教
授
が
廃
線
と

同
時
に
進
行
し
て
い
る
鉄
道
の
軍
事

利
用
を
弾
劾
し
、
３
労
組
を
軸
に
戦

争
阻
止
を
、
と
訴
え
ま
し
た
。

　
関
西
生
コ
ン
支
部
を
支
援
す
る
北

海
道
の
会
の
木
田
博
典
代
表
が
連
帯

の
あ
い
さ
つ
で
「
１
０
４
７
名
裁
判

闘
争
を
応
援
す
る
」
と
発
言
し
ま
し

た
。

　
国
鉄
闘
争
全
国
運
動
事
務
局
が

「
資
本
主
義
に
ノ
ー
と
言
え
る
労
働

運
動
と
は
」
の
問
題
意
識
で
動
労
千

葉
の
民
営
化
・
外
注
化
阻
止
闘
争
の

具
体
的
な
事
例
を
報
告
し
、
国
鉄
闘

争
を
軸
に
階
級
的
労
働
組
合
の
形
成

を
訴
え
ま
し
た
。

　
国
鉄
闘
争
全
国
運
動
・
北
海
道
は
、

国
鉄
分
割
・
民
営
化
の
破
綻
点
と

な
っ
た
北
海
道
の
現
実
を
暴
露
し
、

防
衛
省
が
道
内
の
陸
上
自
衛
隊
全
部

隊
を
中
国
侵
略
戦
争
に
投
入
す
る
た

め
の
鉄
道
利
用
を
主
張
し
て
い
る
こ

と
に
反
対
の
闘
い
を
訴
え
ま
し
た
。

　
自
治
体
労
働
者
と
学
生
が
発
言
。

自
交
総
連
Ｓ
Ｋ
さ
く
ら
交
通
労
組
の

河
野
晃
興
委
員
長
が
、
労
働
者
の
団

結
に
依
拠
し
て
闘
う
労
働
組
合
を
つ

く
る
立
場
か
ら
、
日
常
的
な
闘
い
の

教
訓
を
報
告
し
ま
し
た
。

　
動
労
総
連
合
・
北
海
道
の
成
田
昭

雄
委
員
長
が
１
０
４
７
名
解
雇
当
該

と
し
て
発
言
、
雪
で
列
車
が
止
ま
る

の
は
分
割
・
民
営
化
の
結
果
だ
と
Ｊ

Ｒ
を
弾
劾
し
、戦
争
阻
止
を
訴
え
た
。

　
国
鉄
九
州
動
力
車
労
組
と
福
岡
県

労
組
交
流
セ
ン
タ
ー
が
呼
び
か
け
る

２
・
19
国
鉄
集
会
が
２
月
19
日
、
福

岡
市
内
の
も
も
ち
パ
レ
ス
で
開
催
さ

れ
ま
し
た
。

全
国
運
動

北 

海 

道 

札
幌
市
内
で
２
・
19
国
鉄
集
会

廃
線
化
と
軍
事
利
用
に
反
対
の
闘
い
を

し
、
約
６
０
０
㍍
ま
で
接
近
し
て
停

止
す
る
重
大
な
事
態
が
生
じ
た
。
両

駅
間
の
距
離
は
約
４
・
７
㌔
あ
り
、

双
方
の
列
車
が
「
青
」
を
確
認
し
て

進
入
し
た
。
　

　
川
越
線
は
、
首
都
圏
屈
指
の
混
雑

路
線
で
あ
る
埼
京
線
の
直
通
運
転
が

乗
り
入
れ
、
通
勤
列
車
が
１
日
中

走
っ
て
い
る
。
通
常
、
川
越
線
は
単

線
の
た
め
列
車
交
換
が
で
き
る
駅
で

行
き
違
っ
て
い
る
。
と
こ
ろ
が
今
回

は
、
両
駅
か
ら
列
車
が
向
か
い
合
っ

て
出
発
し
た
。

　
両
駅
間
に
は
電
車
10
両
編
成
37
本

が
所
属
す
る
川
越
車
両
セ
ン
タ
ー
が

あ
る
。
埼
京
線
の
車
庫
が
単
線
区
間

の
本
線
か
ら
枝
分
か
れ
し
た
と
こ
ろ

に
存
在
し
、
回
送
頻
度
も
高
い
の
で

川
越
車
両
セ
ン
タ
ー
へ
の
入
区
列
車

が
指
扇
駅
を
出
発
す
る
場
合
に
限
り

南
古
谷
駅
か
ら
指
扇
方
面
に
列
車
を

走
行
で
き
る
よ
う
に
し
て
い
た
。

　
川
越
線
は
、
埼
京
線
の
開
業
前
は

非
電
化
で
気
動
車
が
走
っ
て
い
た
。

赤
羽
～
大
宮
間
に
通
勤
新
線
で
あ
る

埼
京
線
が
建
設
さ
れ
た
が
、
車
両
基

地
の
適
切
な
用
地
が
な
く
、
単
線
の

川
越
線
へ
の
直
通
運
転
で
川
越
車
両

セ
ン
タ
ー
を
つ
く
っ
た
。
民
営
化
後

に
車
両
セ
ン
タ
ー
ま
で
複
線
化
す
る

こ
と
も
検
討
さ
れ
た
よ
う
だ
が
、
結

局
放
置
さ
れ
た
。

　
単
線
区
間
で
あ
る
両
駅
間
に
は
川

越
車
両
セ
ン
タ
ー
へ
の
分
岐
箇
所
が

あ
り
、そ
の
前
後
に
信
号
機
が
あ
る
。

一
方
が
車
両
セ
ン
タ
ー
へ
向
か
う
の

で
あ
れ
ば
両
駅
か
ら
電
車
を
出
発
さ

せ
て
も
進
路
は
競
合
し
な
い
。
と
こ

ろ
が
実
際
に
は
車
両
セ
ン
タ
ー
で
は

な
く
本
線
を
下
っ
た
た
め
正
面
衝
突

の
可
能
性
が
生
じ
た
。

　
詳
細
な
原
因
は
今
後
の
調
査
を
ま

た
な
け
れ
ば
分
か
ら
な
い
が
、
き
わ

め
て
緊
張
す
る
事
態
で
正
面
衝
突
の

危
険
が
あ
っ
た
。

宣
伝
し
て
き
た
。

　
こ
の
間
の
規
制
緩
和
を
背
景
に
、

鉄
道
会
社
は
競
っ
て
労
働
者
の
数
を

削
減
し
て
き
た
。
同
鉄
道
は
約
20
年

で
従
業
員
を
３
分
の
１
に
ま
で
削
減

し
、
鉄
道
産
業
に
従
事
す
る
労
働
者

出
。
周
辺
住
民
が
避
難

す
る
こ
と
に
な
り
、
オ

ハ
イ
オ
川
で
大
量
の
死

ん
だ
魚
が
確
認
さ
れ

た
。

　
脱
線
事
故
の
背
景
に

は
規
制
緩
和
が
指
摘

さ
れ
る
。
ニ
ュ
ー
ズ

ウ
ィ
ー
ク
誌
は
、
ト
ラ

ン
プ
政
権
時
代
に
可
燃

性
の
高
い
物
質
を
運
ぶ

貨
物
列
車
に
特
殊
ブ

レ
ー
キ
を
取
り
付
け
る

義
務
が
撤
廃
さ
れ
た
と

指
摘
。
脱
線
し
た
列
車

に
は
同
ブ
レ
ー
キ
は
搭

載
さ
れ
ず
、
事
故
を
深

刻
化
さ
せ
た
。

　
事
故
を
起
こ
し
た

ノ
ー
フ
ォ
ー
ク
サ
ザ
ン

鉄
道
社
は
北
米
最
大
級

の
貨
物
鉄
道
会
社
で
、

近
年
著
し
く
収
益
性
を

高
め
営
業
利
益
を
出
し

て
い
る
。
他
方
、
事
故

率
は
４
年
連
続
増
加
。

ウ
ォ
ー
ル
街
の
投
資
家

に
「
コ
ス
ト
を
抑
え
る

こ
と
で
利
益
率
を
高
め

る
こ
と
が
で
き
る
」
と

を
」
と
訴
え
ま
し
た
。
解
雇
撤
回

を
闘
う
虹
ヶ
丘
学
園
労
働
組
合
の

野
下
英
二
委
員
長
が
連
帯
あ
い
さ

つ
。

　
動
労
九
州
の
羽
廣
憲
委
員
長
が

「
国
鉄
分
割
・
民
営
化
反
対
を
貫

き
譲
れ
な
い
も
の
を
掴
ん
だ
。
一

つ
は
戦
争
絶
対
反
対
。
た
と
え
国

策
で
も
従
え
な
い
も
の
に
は
頑
固

に
反
対
し
続
け
る
。
本
当
に
困
難

な
道
で
、
運
動
内
部
か
ら
も
闘
い

の
困
難
か
ら
逃
亡
す
る
部
分
が
出

て
く
る
時
代
。
こ
の
激
し
さ
が
戦

時
下
の
情
勢
」

〝
戦
争
反
対
を
貫
く
闘
う
労
働
組
合
を
〟

動
労
総
連
合
・
九
州
な
ど
が
国
鉄
集
会


